
回目
大迫り (おおぜり)

舞台正面中央にある大型の迫りのことをいい、

主に大道具を乗せて舞台転換に使用します。

小迫り にぜり)

主に出演者を乗せて昇降する迫りのことを

いいます。ふつう4尺x9尺を標準サイズと

して、3人の出演者が乗れる程度の大きさです。

ー」

中迫り (ちゅうぜり)

大迫りに付帝して設ける中型の迫りのこと

をいい、道具や出演者を乗せて舞台転換や

演出に使用します。

OgPEl~t 
舞台床の一部に開口を設け、この開口部か

ら出演者や道具などが垂直方向に出入り

できるようにしたものを「切穴」と呼び、こ

こに昇降機矯を組み込んだものを「迫りJ

と呼びます。迫りは、その大きさによって

大迫り、中迫り、小迫りに区分され、機能的

な舞台転換や、より効果的な演出、あるい

は立体的な舞台を権成するために使用さ

れます。最近のホールでは、アクテインクー

エリア(客席かう見える舞台面)の全体に

連続的な迫り機構を設け、自由な場面転換

を可能にするケースも増えています。

墨 画 心

.東京芸術劇場/中ホール床織婿

• 

Fコ

-ふくやま芸術文化ホール
/大ホール小迫り奈落乗り場

.鳥取県立県民文化会館/大ホール大迫り
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ーー・
・国立文楽劇場 (写真提供:国立文楽劇場)

" 床機構には、舞台用語で「迫り」と呼ばれ

る昇降舞台、床が前後左右に水平移動す

る「スライデインク‘ステージ;/ステージ.ワ

ゴン」、遠近法を取り入れる「傾斜床」、そ

して「回り舞台』と呼ばれる回転舞台があ

ります。一般にはこれ5の床機構を組み

合わせて、スムーズ芯舞台転換や、舞台の

効果的な演出を可能にするステージ・シ

ステムを構成していま雪L大掛かり忽動作

を伴う機構であり、確実忽制御と万全の

安全性が求め5れます。

ス
ム
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すっぽん

花道に設ける小さ主主迫りを特にこう呼びます。

雛段迫り (ひなだんぜり)

富世段状の舞台をスピーディに構成する迫り

です。和物の出国曜子が並13i座席や音楽会の

演奏台として使います。

下降中舞台面

.舞台平面図/帝国劇場

大迫りの駆動装置奈渚乗り場(昇降手すり閉)
迫り床舞台面

奈落乗り場(昇降手すり開)
迫り床奈落面
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駆動方式
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<奈落を設ける場合> I 

-ラックギヤ押し上げ式

.ラックギヤ自走式

n-J図図図tさZl000l J .. 
ドニ「

~ 

-スク 1)ユ一式

迫りの安全対策
迫り機構は、上演中に確実に動作す

ることはもちろん、迫りに乗って移動

する人、舞台の切穴や奈落の乗り場

近くにいる人の安全を確保するため、

各種の安全装置を備えています。

I ~ 

..告灯

.2段ジャッキ式

:ー|
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-・・・量誼重量証画盛国語語圏・・・・

-ワイヤロープ式

-乗り場安全柵

.運転中盤報ブザー

オペラ、パレ工、ミュージカルが上演さ

れる際、舞台と観客席の聞に設けられた

オーケストラ演奏用の場所を「オーケス

トラ・ピットJと呼び、その床に昇降機構

を設けたものを「オーケストラ迫り」と呼

びます。オペラ、パレ工、ミュージカル

の専用ホールでは、固定設備の「オーケ

ストラ・ボックス」を設ける場合もありま

すが、多目的ホールでは、オーケストラ

迫り(通称 .オケ迫り)を設けるのがふつ

うです。オケ迫りは、オーケストラ・ピッ

トとして使用されるほか、舞台面と同じ

高さまで上げて円長り出し舞台・前舞台 (エ

プロンステージ)Jとしたり、客席床面と

同じ高さにして客席の一部とするなど、

多目的に使用されます。

-クロスレバー式

咽・r

-レバー式

-マシンピット
(ラックギヤ押し上げ式)

.客席ワゴン収納

.演奏面レベル

.客席ワゴン走行レベル

.乗り場監視モニター
.客席床レベル

-鳥取県立県民文化会館

.舞台床レベル

~ 

~ 

-下降中

‘凶

“' 
-客席ワゴン走行完了

オーケストラ迫りの構成

オケ迫りには、昇降床全体を一台の迫りと

して昇降させるシステムのほか、昇降床を

分割して、より柔軟な動作制御、スペース利

用を可能にすることもできます。
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①主舞台

11 

②ステージワゴン走行レベル(主舞台 沈下床)

スライデイングステージ
スライデイングステージは、舞台床の一部

を前後左右に走行させて舞台転換を行う

床機備です。一般にスライデインク白ステー

ジだけを設けるケースは少なく、迫りや回

り舞台と組み合わせて設備されます。こ

の機構を設備する場合は、その構成に応じ

て、主舞台の左右と後方にスライディング

ステージを移動するスペース(副舞台)が

必要に怒ります。また、舞台床レベルで移

動するため、沈下迫りが必要です。

ステージワゴン

③ステージワゴン(回り舞台)よ手より走行中 .東京芸術劇場中ホール

ステージワゴンは、舞台床面上を水平に走

行するワゴン裂のステージで、前後に移動

するパックステージワコ.ンと、左右に移動

するサイドステージワゴンがあります。主

舞台の迫り機構と連動して昇降させる機

能をもつものもあります。また、回り舞台

を内蔵することも可能です。設備する場

合は、その構成に応じて副舞台と奈落のス

ペースが必要です。

④ステージワゴン走行中(残り2問) ⑤主舞台にステージワゴン(回り舞台)セット完了

よ手沈下床、舞台レベルに上昇

円筒型回り舞台
奈落がある場合に設置する回り舞台で、

複数の迫りを内蔵し、 場面転換や演出効

果を高めるために活用されています。

代表1ii!i工例宝塚大劇場制窃飛天明治座

南座国立劇場帝国劇場 国立文楽劇場

平盆型回り舞台
奈落がない場合、あるいは浅い場合に設

置する回り舞台です。また、舞台上で組

み立てる可鍛式の平盆型回り舞台もあ

ります。

-円筒型回り舞台(大阪松竹座)工場仮組試運転

回り舞台は、舞台床の一部を円形に切り抜き、

これを回転して舞台転換に用いたり、印象

的な演出効果を得るために設ける床機構

です。「円筒型回り舞台Jr平盆型回り舞台J
が一般的であり、特殊な組み合わせで双

子盆、親子盆や回り舞台そのものが昇降

する2童、3重の回転迫りがあります。

• rキャッツーシアターj回転後

11111 
圃ピンラック方式

ほかに、フリクションドライブ方式

とワイヤーロープ方式があります。
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